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絶対阻止　振り込め詐欺

平塚を守る　㊤


今号と次号で「平塚を守る」をテーマに、安全に向けた取り組みを紹介します。



　振り込め詐欺の電話を掛けようとする悪役ワガドンの手をがっちりつかむ、ボウハンレッド。平塚警察署のキャラクター「平塚戦隊ボウハンジャー」は、子どもたちやお年寄りらに安心・安全を訴えています。今号では、警察や地域の方などが取り組む防犯活動を紹介します。
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　国内の刑法犯の認知件数が戦後最多を記録したのは平成14年。それから10年以上がたちました。件数は減少傾向にありますが、振り込め詐欺などの被害は拡大しています。市内でも犯罪の認知件数は減っていますが、アンケート結果などからは日常生活に不安を感じている方が多くいることが分かります。市内で発生している犯罪の現状と対策を紹介します。

問：危機管理課　電話：0463-21-9863・平塚警察署　電話：0463-31-0110
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国を上回る減少率

　「市内の犯罪は、着実に減ってきています」と力を込める平塚警察署生活安全課の飛田（ひだ）慎太郎課長。

　市内では、平成10年から5年連続で犯罪が増え、14年には最も多い7296件となりました（前グラフ）。15年以降は減少に転じ、25年には22年ぶりに、3000件を下回る、2896件になりました。「市民の防犯意識の高まりが、犯罪の抑止につながっています」と飛田課長は話します。

　25年は県全体の犯罪件数が増加する中、市内では167件の減少となりました。それでも県内では大和警察署、厚木警察署に次ぐワースト3位だったことから、さらなる防犯対策が求められています。

　国内に目を向けると、8年から刑法犯の認知件数が7年連続で増加し、14年に285万3739件で戦後最多を記録しました。15年以降は減少し、19年に190万8836件で10年ぶりに200万件を下回りましたが、120万件前後で推移していた昭和40年代と比べると高い水準になっています。平成24年は138万2121件でした。

　認知件数のピークだった14年を100として、減り具合を比べると、24年は市内の方が全国より大きく、ここ10年は全国を上回るペースで減っています（次グラフ）。
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きく減った犯罪は

　市内の犯罪件数の推移を項目別で見ると、窃盗犯の減少が目立ちます。平成14年は6054件でしたが、25年には2323件に減りました（次表）。

　25年に市内で多かったのは窃盗で、自転車盗・オートバイ盗、万引きが過半数を占めます。自転車盗は854件、オートバイ盗は254件でいずれも県内ワースト2位でしたが、前年よりも減っています。

　「自転車盗・バイク盗は平塚駅周辺で被害が多く、無施錠やダブルロックしていないものが狙われています。特に自転車は、終電に乗り遅れた人が一時的な移動手段として盗んでいくケースもあります」と飛田課長は注意を促します。さらに「自転車盗はこの10年間で3割程度の減少にとどまり、他の項目と比べ、あまり減っていません。自転車に対する防犯意識を高めることが、犯罪の減少につながります」と分析します。

　また、万引きは18年の435件をピークに、23年には203件まで減りました。しかし24年から2年連続で増えています。地区で見ると、平塚駅周辺や郊外の大型商業施設がある地区に多い傾向です。

　その他の項目では、空き巣が14年の408件から25年の37件と1割以下に減りました。防犯意識の向上で鍵を掛けない家が減ったほか、一般人がピッキング（特殊開錠）用具を持つことなどを禁じた、いわゆるピッキング防止法の影響もあるようです。

　また、車上狙いが14年の1158件から25年の154件、自動車盗も同時期に140件から64件に減りました。自動車の盗難防止装置の普及・啓発が進んだことなどの効果が出ています。
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り込め詐欺の撲滅

　「人ごとではありません。市内でも振り込め詐欺の被害が出ています。皆さんも気をつけてください」と防犯協会女性部連絡会の会員が呼び掛けながら、平塚駅前でチラシを配っていきます（次写真）。毎月10日の防犯の日に合わせ、警察や防犯協会、市などが合同で実施している啓発キャンペーンです。市内の犯罪の傾向を基に、タイムリーに情報を発信し、防犯を呼び掛けています。4月10日のキャンペーンでは、歩行者らにチラシを配り、振り込め詐欺や自転車盗・バイク盗などへの注意を喚起しました。

　振り込め詐欺の電話は、市内でも数多く掛かってきています。平成25年は35件発生し、被害総額は約1億160万円で、前年と比べ7875万円も増えています。内訳は、オレオレ詐欺が20件、還付金詐欺が13件などでした。

　26年は4月30日現在、既に15件、約5500万円の被害が発生しています。特に、高校や大学の卒業生名簿や電話帳を基に電話が掛けられています。被害者は、男女問わず高齢者に多くなっています。電話会社に連絡をして、電話帳から削除してもらうなどの対策があります。

　オレオレ詐欺は、子どもや孫を装って、トラブルを口実にお金をだまし取る手口です。最近は、犯人が直接現金を受け取りに来る手口が多くなっています。振り込め詐欺のキーワード（次囲み）にピンときたら、落ち着いて対応するように心掛けましょう。電話の相手に、家族の氏名や年齢、生年月日などを質問し、被害を未然に防いだ例もあります。

　また還付金詐欺は、市役所の職員などを名乗り、期限の迫った還付金があるかのように電話を掛けてきます。市では医療費の支給や税金の還付がある場合に、現金自動預払機（ATM）の操作などをお願いすることはありません。このような電話を受けたら、相手の話には乗らず、一度電話を切りましょう。その後、市役所へ確認し、警察へ相談してください。
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振り込め詐欺かも？4つのキーワード


①かばんを忘れた‼

②小切手が入っていた‼

③今すぐ現金が必要だ‼

④代わりの者が取りに行く‼

①～④に当てはまる電話は要注意。電話を受けたら、家族や警察に相談しましょう。

問：平塚警察署　電話：0463-31-0110




れる体感治安

　内閣府のアンケートでは、過去10年間で治安が「悪くなったと思う」「どちらかと言えば悪くなったと思う」という回答が、合わせて8割以上を占めています。また、平成25年度の市民意識調査では、日常生活の安全確保（防犯・安全対策など）が、重要度は高いものの、満足度は平均より低い結果となりました。

　「犯罪は減っているので、市民の『体感治安』を高めていかなければいけません」と飛田課長は語ります。体感治安とは人が感覚的・直感的に感じる治安の善し悪しです。

　ほっとメールひらつかによる犯罪情報の発信や、インターネットなどで情報を得る機会が増えています。犯罪件数は減っていても、情報発信件数が増えたことが逆に、体感治安を悪化させた可能性も指摘されています。

　市では平成19年9月に「ひらつか安心・安全メール」を開始し、防犯情報や火災情報などを発信していました。その後「ほっとメールひらつか」に名前を変えました。25年度は災害やイベント情報などで523件発信しましたが、このうち防犯情報は242件でした。

　「体感治安を高めるためには、被害金額が大きい傾向にある振り込め詐欺を絶対に防がなければなりません。また、自転車盗などの犯罪も見逃さず、安心・安全な地域だというイメージを広げることが重要です。地域の方や防犯関連の団体、市と連携し、さらに犯罪を減らすために取り組んでいきます」と飛田課長は意気込みます。


頑丈さがポイント
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　神奈川県自転車商協同組合の平塚第1支部で、支部長を務めている武田サイクルの武田豊三郎さん。販売店や組合などでの取り組みを聞きました。

　自転車の錠の改良が進んでいます。従来品よりも厚みがあり、ドライバーなどの工具では簡単に開かないようなものが普及してきています。しかし、安い自転車の中にはコスト削減のために、ドライバー1本で簡単に開いてしまう錠が付いているものがいまだにあります。確かに値段は安いですが、ドライバー1本で開いてしまうようなものを売っていては、自転車の盗難はなくなりませんね。

　自分の店では、盗難に強い錠が付いている自転車しか売っていません。新車はもちろんですが、放置自転車を点検・修理し再利用するリサイクル自転車も、壊されにくい頑丈な錠に交換してから販売しています。また、自転車を利用している方の中には、コンビニなどでちょっと止める時には鍵を掛けない方もいるようです。少し目を離した隙に盗まれるケースもあるので、短時間でも必ず鍵を掛けるようにしましょう。

　組合では、ワイヤ錠や盗難防止を呼び掛けるティッシュペーパーを配っています。自転車に備え付けられている錠に加え、ワイヤ錠を使ってダブルロックすれば、格段に盗難の危険性が低くなります。犯人に錠を壊すのが大変そうだと思わせることが大切です。
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リサイクル自転車の錠を交換する武田さん


明るい通りに大変身



サンロードあさひ商店会

　サンロードあさひ商店会では、商店会が管理している107灯の街路灯を全て発光ダイオード（LED）にしました。同商店会は、平塚大橋から西の河内・徳延・山下・根坂間を通る道路、約1.2キロメートルに面しています。佐藤豊次（とよつぐ）理事長と庄司薫副理事にLED化の経緯を聞きました。

　「商店会では、平成23年3月11日の東日本大震災以降、節電のために街路灯を全て消していました。いつまでも消したままにできないので、国の補助金などを活用して、街路灯をLED化することを決めました。25年8月ごろから動き出し、26年2月末に完成しました」と振り返る佐藤理事長。

　庄司副理事は「蛍光灯の時は、電気代が商店会全体で年間約60万円も掛かっていました。LED灯に変えたことで約20万円になる見込みです。また、蛍光灯よりも長期間使用できるので、電灯の交換などの維持・管理費用の削減も見込んでいます」とその効果を語ります。

　「今までの蛍光灯よりも格段に明るくなりました。近隣住民の評判もとても良いです。『夜道で向こうから歩いてくる人の顔がよく分かる』『明るくなったので、夜歩いていて安心だ』という声を聞くようになりました」と笑顔を見せる佐藤理事長。「夜間、商店会を歩く人が増えたように感じていますし、実際、夜は歩いて来店する人が増えました。通りが明るくなり、商店会のイメージアップにもつながりました」と付け加えます。

　商店会のほかの取り組みでは「『こどもサポート看板』の設置を進めています。子どもが危険を感じた時に、お店に駆け込んで助けを求められるようにしています。旭小学校が近いので、子どもたちには積極的に声を掛けるようにしていますね。また、将来的には防犯カメラの設置なども検討し、安心して買い物できる商店会にしていきたい」と佐藤理事長は力を込めます。
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商店会の資料を見ながらLED化を振り返る、佐藤理事長（左）と庄司副理事
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新しくなった街路灯


安心感アップへ


　市では市民の安心感アップのため、蛍光灯の防犯街路灯のLED化や防犯カメラの新設などを、平成26年度に進めていきます。

　市が管理している防犯街路灯は約6,600灯あります。そのうち未対応の約4,700灯を一括リース方式でLED灯に切り替えて、夜道を明るくします。蛍光灯の街路灯は、電灯の寿命が2～3年と短く、電気料金が大きな負担になっていました。寿命が長いLED灯にすることで、交換の手間が省け、電気の使用量も約50パーセント削減できます。

　また、平塚駅前の監視を強化するため、西口の南側（次写真）にも防犯カメラを設置します。これで、平塚駅の全ての出入り口に防犯カメラが付き、犯罪を抑止します。

問：危機管理課　電話：0463-21-9863

[image: 安心感アップへ]




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、5月19日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


教育委員会の嘱託員


　幼稚園教諭1人。勤務日数は週5日、月額15万7900円。採用は7月1日以降。雇用期間は1年度以内。1次試験は5月26日（月）。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブにある申込書を、本人が直接、5月16日（金）～22日（木）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。



環境市民リーダー養成講座


　地球温暖化の現状や省エネの実践方法、市内の自然観察の仕方などを学びます。

　6月21日・28日の土曜日、全2回、午前9時45分～午後3時20分。21日は市民活動センター、28日は土屋公民館（土屋1864-1）・里山体験フィールド（土屋1076）。市内在住・在勤・在学の方20人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。



パブリックコメントにご意見を


　市職員の法令の遵守（じゅんしゅ）等に関する条例を制定します。公務に対する市民からの信頼と公正な市政の運営を目指していきます。条例の骨子（案）は5月16日（金）～6月16日（月）に、公民館や市ウェブなどでご覧いただけます。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、6月16日（月）までに、本庁舎3階の職員課　電話：0463-21-8762　FAX：0120-704589　メール：shokuin@へ。



読み語りボランティア養成講習


　6月13日～27日の金曜日、全3回、午前10時～正午。13日は午前11時20分まで。青少年会館。市内在住で全日程に参加できる方、20人（抽選・初めての方を優先）。

募：必要事項・教室名・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、6月3日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



横浜DeNAベイスターズを応援しよう


①こどもデー　市内在学の小・中学生とその保護者を無料で招待します。3人以上の場合は、3人目から1人2000円。横浜スタジアム（横浜市中区横浜公園）。

　北海道日本ハムファイターズ戦、6月6日（金）午後6時。千葉ロッテマリーンズ戦、17日（火）午後6時、18日（水）午後6時。埼玉西武ライオンズ戦、21日（土）午後2時。広島東洋カープ戦、27日（金）午後6時、29日（日）午後1時。

②イースタン・リーグ　千葉ロッテマリーンズ戦、6月1日（日）午後1時開始。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。チケットは当日券を試合開始2時間前から同スタジアムで発売します。

募：①は5月21日（水）までに、横浜DeNAベイスターズのウェブで応募してください。②は総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へお問い合わせください。



講演会　広めよう消費者市民教育


　消費者教育を具体的な実践事例を交えて学びます。

　6月6日（金）午後3時～5時。青少年会館。80人（先着順）。1歳児以上の未就学児の保育もあります（4人）。

募：氏名・電話番号・保育の有無を、電話・メールで、5月20日（火）から、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。



友好都市の交流イベント


①友好都市こどもマリン交流　友好都市の岐阜県高山市・岩手県花巻市・静岡県伊豆市の小学校5・6年生と平塚海岸で遊んだり、一緒に泊まったりして、交流を深めます。

　7月30日（水）～8月1日（金）。市内在住の小学校5・6年生の男女、各5人（抽選）。8000円。

②友好都市少年少女交流キャンプ　岩手県花巻市で、同市の友好都市の青森県十和田市と3市合同でキャンプなどをします。

　8月6日（水）～8日（金）。平塚・花巻交流の森。市内在住の小学校5・6年生の男女、各9人（抽選）。昨年に参加した方は参加できません。2万円。

募：小学校で配る申込書を、郵送で、6月6日（金）までに、〒254-0031天沼7-8文化・交流課　電話：0463-25-2520へ。市ウェブからも応募できます。①と②の両方に参加はできません。



子どもの就職を考えるセミナー


　引きこもりの子どもを理解し支援するために、講演会と個別相談を開きます。

　6月18日（水）午後1時～5時。青少年会館。40歳未満の引きこもりの子どもを持つ家族（先着順）。講演会は30人程度。個別相談は10人程度。

募：電話で、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。



みどりのカーテンコンテスト


　市内の個人住宅で、つる性植物のみどりのカーテンを設置した方。平成26年度に撮影したL版の写真3～5枚。みどりのカーテン全体が写っている写真が1枚必要です。育成・収穫などで人物が写っている写真も応募できます。

募：公民館や市ウェブにある応募用紙に、A4用紙に貼った写真を添え、郵送もしくは直接、8月29日（金）までに、本庁舎4階の環境政策課　電話：0463-21-9762へ。



市営住宅の入居者


　5月16日（金）から本庁舎1階の案内窓口や公民館、駅前市民窓口センターなどで募集のしおりを配ります。

　入居予定日は9月1日（月）。抽選。

　次の条件を全て満たす方①20歳以上または既婚②夫婦や親子主体の家族③市内に1年以上在住④収入が基準以内⑤住宅困窮理由が市の条件に該当⑥市税などの滞納がない⑦申込者または同居しようとする親族が暴力団員でない。単身世帯用は②を除く。

　優待枠は、母子または父子世帯・老人世帯・障がい者世帯・原子爆弾の被爆者世帯。

　詳しくは、募集のしおりをご覧ください。

募：募集しおりの中にある申込書を郵送で、5月30日（金）までに、〒254-0042明石町7-10弥生ビル1階の東急コミュニティー平塚市営住宅サービスセンター　電話：0463-74-4005へ。



16ミリ映写機の操作技術講習会


　6月14日（土）午前9時～午後4時30分。中央図書館。市内在住・在勤・在学の方20人（先着順）。筆記用具・昼食。500円。

募：電話で、5月23日（金）午前9時から、中央図書館　電話：0463-31-0415へ。



子どもバウンドテニス教室


　テニスと卓球を合わせたようなスポーツです。

　6月14日～28日の土曜日、全3回、午前10時～正午。青少年会館。市内在住の小学校4～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。室内用運動靴・タオル・運動着・飲み物。

募：必要事項・学年・教室名・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、6月1日（日）までに、〒254-004 1浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



再生家具を提供します


　再利用可能な家具を修理し提供しています。

　50個程度（抽選）。1人1点。修理費程度を負担。

募：6月1日（日）～9日（月）、午前9時～午後4時（9日は正午まで）に四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認し、申込書を直接、同プラザへ。



里山体験ワークショップ


　水辺の調査や散策路の整備などをします。

　6月15日（日）午後1時～5時。吉沢公民館（上吉沢395）集合。タオル・保険証の写し・雨具。300円。作業ができる服装・靴・帽子。小学生以下は保護者同伴。

募：必要事項・参加人数を、電話・ファクスで、6月6日（金）までに、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179　FAX：58-4326へ。



シロクマ楽団　JAZZ　for　KIDS


　「聖者の行進」「テキーラ」などを演奏します。

　7月19日（土）午後2時開演。中央公民館。中学生以下とその家族700人（先着順）。

募：必要事項・全員の氏名と年齢・公演名を、往復はがきで、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



湘南ひらつか観光風景写真コンクール


　自然景観の四季をはじめ、街並みの風景、観光施設など平塚の観光宣伝に適した魅力あふれる写真を募集します。

　作品は10月30日（木）～11月4日（火）に、ひらつか市民プラザで展示します。

　キャビネ判～四つ切りワイドのカラープリント単写真（デジタル写真も可）。応募締め切り日から1年以内に撮影した自作品・未発表作品。応募点数に制限はありません。

　詳しくは観光協会ウェブをご覧ください。

募：市観光協会のウェブにある応募票を作品の裏側に添付し、郵送または直接、6月25日（水）までは、〒254-0812松風町2-10市観光協会　電話：0463-20-5110へ。6月26日（木）～7月25日（金）は、事務所移転により、〒254-0043紅谷町18-8市民プラザの同協会へ。6月21日（土）～25日（水）は、移転作業のため、直接の応募はできません。



八幡山の洋館　春のばらフェスタ


　バラカフェも午前10時～午後4時に開店します。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。先着順。

前夜祭　①ラ・プリマベーラ公演　5月24日（土）午後5時～7時。60人。全席自由3000円。

春のばらフェスタ　5月25日（日）。②バラの話　午前10時30分～正午。30人③バラの花の持ち帰り　午後0時30分から。1人2本程度。袋・花はさみ・革手袋④コサージュづくり　午後1時30分～2時30分。20人。300円。

募：①②④は電話または直接、旧横浜ゴム平塚製造所記念館　電話：0463-35-7114へ。



パパと子どもシェフが作る「父の日特製カレー」


　6月15日（日）午前10時～午後1時。中央公民館。市内在住の小学校3～6年生とその男性保護者、12組（抽選・保護者1人につき子ども2人まで）。エプロン・三角巾・タオル・布巾。1人300円。

募：必要事項（子どもは学年も）を、はがき・メールまたは直接、6月1日（日）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111　メール：chuo-k@へ。



馬入水辺の楽校（がっこう）　やぎ島探検ツアー


　やぎ島は相模川の無人島です。生きもの観察や魚取り、投網体験などをします。

　6月14日（土）午前9時30分～午後0時30分。雨天の場合は15日（日）に延期。馬入水辺の楽校風車前に集合。小学生以上の方30人（抽選・小学生は保護者同伴）。1人1000円。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、5月31日（土）までに、みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。



囲碁を楽しもう


①イブニング囲碁入門教室　6月17日～9月23日の火曜日、全12回、午後6時30分～8時30分。市民センター。日程の6割以上参加でき、囲碁を全く知らない、または最初から覚え直したい方、20人（先着順）。5000円、高校生以下2500円。

②七夕子ども囲碁大会　7月5日（土）午前9時45分開始。勤労会館。平塚市・大磯町・二宮町に在住・在学の中学生以下の方。1200円。

③七夕囲碁大会　名人戦は四段以上、王座戦は三段以下、七夕織り姫戦は5級以上の女性、級位者戦は級位者。7月6日（日）午前9時45分開始。勤労会館。208人（先着順）。2500円、高校生以下1200円。

募：①は必要事項・年齢を、はがきで②は必要事項・年齢・学校名・学年・段級位・子ども囲碁教室に通っている方は教室名を、はがきで③は必要事項・年齢・段級位・種目を、往復はがきで、②は6月20日（金）までに、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



プレミアム商品券


　プレミアム商品券を市内の金融機関などで発売します。

　5月20日（火）から先着順で4万セットを販売します。1セット（1万1,000円分）1万円。1人10セットまで。市内の平塚信用金庫や中栄信用金庫、中南信用金庫、平塚商工会議所（平日の午前9時～午後7時、土・日曜、祝日は午後5時まで）、手づくり食工房（土・日曜祝日の午前9時～午後5時）で販売します。

　店頭にポスターなどを表示しているスーパーや小売店などで、5月20日（火）～8月31日（日）に利用できます。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107


[image: プレミアム商品券]
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　5月31日（土）午前10時～午後3時。雨天中止。馬入・光と風の花づつみ（相模川河川敷）。はさみ・花を持ち帰るための新聞紙など。汚れてもよい靴・服装でお越しください。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852


[image: ポピー摘み取りイベント]
ポピーが見頃を迎えます


[image: 夏の文化イベント]

①湘南百番寄席　志遊・談笑　二人会

　立川志遊さん、立川談笑さんが落語を話します。

　7月12日（土）午後5時開場。平塚ラスカ6階ラスカホール（宝町1-1）。前売り券2500円・当日券3000円。




②ファミリー劇場影絵

　「とべないホタル」「白いりゅう黒いりゅう」「だるま夜話」を上演します。

　7月24日（木）午後1時30分開場。市民センター。全席自由1000円・中学生以下500円。




③由紀さおりコンサート

　デビュー45周年を迎えた現在も、世界を舞台に活躍しています。

　8月10日（日）午後4時30分開場。市民センター。全席指定5000円。未就学児は入場できません。

[image: ③由紀さおりコンサート]




④サーカスコンサート

　「アメリカン・フィーリング」などを歌います。

　8月30日（土）午後2時30分開場。中央公民館。全席指定3500円。未就学児は入場できません。

[image: ④サーカスコンサート]




　チケットは、①は5月16日（金）②は17日（土）③は18日（日）④は6月1日（日）の午前10時から、まちづくり財団文化事業課などで販売します。電話予約は①は5月16日（金）②は17日（土）の午前10時から、③は20日（火）④は6月3日（火）の午前8時30分から、まちづくり財団文化事業課で受け付けます。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237




お知らせ


ツインシティ大神地区のまちづくりシンポジウム


　県と市では、ツインシティ大神地区（下地図）の区域区分、用途地域などの都市計画決定・変更の手続きを進めています。地権者や市民を対象にシンポジウムを開きます。

　パネリストに落合克宏市長らが参加します。

　5月24日（土）午後2時。大神公民館（大神2391-1）

[image: ツインシティ大神地区のまちづくりシンポジウム]

問：都市整備課　電話：0463-21-8783



湘南ひらつか魚まつり朝市


　新鮮な魚や地元で作った干物などを安く販売します。400食分の漁師鍋の無料配布などもあります。

　6月1日（日）午前7時～売り切れ次第、終了。荒天の場合は22日（日）に延期します。市水産物地方卸売市場（千石河岸28-11）。

問：農水産課　電話：0463-21-2066



天沼地区の用途地域変更の説明会と縦覧


　日産車体の湘南工場第1地区である天沼地区の用途地域の変更など、都市計画決定・変更原案を取りまとめました。説明会と地区計画原案の縦覧をします。

説明会　5月29日（木）午後7時。教育会館。

縦覧　5月23日（金）～6月6日（金）、本庁舎4階のまちづくり政策課。意見の提出期間は5月23日（金）～6月13日（金）。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



消防団協力事業所の表示制度を制定


　事業所の従業員が市消防団に入団するなど、消防団活動に積極的な協力をしている事業所などに、表示証を交付します。

　地域に密着した事業所が、消防団活動に協力することで、地域の消防防災力の強化を図ります。

　次のいずれかに該当する事業所など①3人以上の従業員が消防団に入団している②従業員の消防団活動などに積極的に配慮している③災害時に事業所の資機材を消防団に提供するなどの協力をしている、など。

問：消防救急課　電話：0463-21-9729



市民税・県民税の証明書の発行


　平成26年度の市・県民税の証明書（課税証明書）は6月2日（月）から発行します。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768



景観パネル展


　6月1日（日）は景観の日です。美しいまちづくりのために活動している市民団体や企業などの取り組みを紹介します。

　5月26日（月）～30日（金）、午前8時30分～午後5時。26日は午前10時から。30日は午後4時30分まで。本庁舎1階市民ホール。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



湘南ひらつか七夕グルメ創出プロジェクト


　七夕をテーマにしたグルメや物産を出品します。相州ひらつか七夕太鼓や手話ダンスグループHAND SIGN（ハンドサイン）も出演します。

　5月25日（日）午前9時45分～午後4時。紅谷パールロード・紅谷町まちかど広場。

問：平塚青年会議所　電話：0463-21-6474



湘南ひらつか駅前骨董（こっとう）市


　5月24日（土）午前8時～午後4時。小雨決行。紅谷パールロード。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107





まちぐるみ大清掃


　5月25日（日）午前8時開始。雨天の場合は6月1日（日）に延期。1日も雨の場合は中止。延期や中止のお知らせはFM湘南ナパサ78.3メガヘルツで当日の午前7時～7時15分に放送します。

問：循環型社会推進課　電話：内線2120

[image: まちぐるみ大清掃]
みんなでまちをきれいに




特設人権相談所を開設


　人権問題や日常生活での心配事などを、人権擁護委員に相談できます。

　6月3日（火）午後1時～4時（受け付けは3時まで）。東附属庁舎2階A会議室。

問：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861



神奈川建築コンクール作品


　建築文化の向上や良好な市街地の形成に役立つ建築物を表彰します。

　平成24年5月28日～26年5月31日に建築基準法の検査済証を受けたもの。住宅部門と一般建築物部門があります。

　応募期間は7月1日（火）～14日（月）。

　応募方法など、詳しくは神奈川建築コンクールのウェブをご覧ください。

問：建築指導課　電話：0463-21-9731



ひらつか国際交流フェスティバル


　各国料理の模擬店や野外ステージでの音楽・ダンスなどをします。

　5月25日（日）午前10時～午後3時。小雨決行。総合公園平塚のはらっぱなど。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520



[image: 子どもの健康6月]


　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆育児相談

　4日、11日、18日の水曜日。午前9時30分～10時30分。




◆歯科健康診査（予約制）

　11日（水）午後1時～2時30分。26日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　18日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　10日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。




◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方など　14日（土）午後1時30分～3時30分。妊婦とその家族。

★お産の進み方など　16日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とその家族。

★赤ちゃんの特徴と育児など　27日（金）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とその家族。

★プレママ＆パパ　クッキング教室（予約制）　14日（土）午前10時30分～午後0時30分。妊婦とその家族。




◆離乳食教室（予約制）

　離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6カ月児　20日（金）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　6日、27日（金）午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　25日（水）午前10時30分～11時30分。



健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


家族介護用品を支給


　紙おむつなど。

　次の条件を全て満たす方①市内在住②要介護4または5の方と同居し、在宅で介護している③市民税非課税世帯④要介護者が医療機関に入院または介護保険施設に入所していない。

　介護保険被保険者証・家族全員の印。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



介護保険料の納入通知書を送ります


　6月中旬に納入通知書を送ります。①災害などで損害を受けた②収入が著しく減少した③世帯全員が市民税非課税など、一定の条件を満たし、生活が困難と認められる場合は、保険料額や利用者負担額が軽減されます。

問：介護保険課　電話：0463-21-8790



転倒骨折予防教室


　6月5日～7月17日の木曜日、全7回、午後1時30分～3時。吉沢公民館（上吉沢395）。市内在住の65歳以上で、介護保険認定を受けていない方、20人（先着順）。室内用運動靴・飲み物・タオル。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、5月19日（月）午前10時から、藤沢YMCA生涯学習部　電話：0466-26-1151へ。



健康診査が始まります


　生活習慣病予防などの健康診査です。6月1日（日）～平成27年2月28日（土）。実施医療機関に直接、お申し込みください。①②⑤は5月末に郵送するお知らせをご覧ください。①③④⑤は平成27年3月31日時点の年齢です。市民税非課税世帯の方らは④⑤の費用を免除します。

①こくほの健診（特定健康診査）　40歳以上の国民健康保険の被保険者。500円（市民税非課税世帯の方は申請により免除）。受診券・健康保険証。

②後期高齢者健康診査　後期高齢者医療制度の被保険者。健康保険証。

③生活保護受給者らの健康診査　生活保護や中国残留邦人等支援給付を受けていて、健康保険に加入していない40歳以上の方。生活保護受給者証・中国残留邦人等支援給付の方は本人確認証。

④肝炎ウイルス検診　40歳以上で、肝炎ウイルスの検査を受けたことがない方。健康保険証。1200円。

⑤成人歯科検診　40・50・60・70歳の方。受診券。1000円。

問：①は保険年金課　電話：0463-21-8776②～⑤は健康課　電話：0463-55-2111へ。



国民健康保険税の納税通知書を送ります


　6月に納税通知書を世帯主へ送ります。

　会社都合などの理由で失業した方の保険税は、軽減されることがあります。

問：保険年金課　電話：0463-21-8775



国保データベースシステムの運用を開始します


　6月から、国保データベースシステムの運用が始まります。介護・健診・医療の情報を総合的に活用できます。健康上の問題点を明らかにし、保健事業の効率化や市民の健康の保持増進を図ります。

問：保険年金課　電話：0463-21-8776



たばこと健康展


　5月20日（火）～6月20日（金）、午前8時30分～午後5時。6月20日は午後3時まで。保健センター。

問：健康課　電話：0463-55-2111



日赤健康生活支援講習支援員の養成講習会


　高齢者が寝たきりにならないために必要な、自立に向けての介護の仕方などを学びます。検定試験もあります。

　6月14日（土）午前9時20分～午後4時30分、15日（日）午前9時30分～午後5時。中央公民館。中学生を除く15歳以上の方20人（抽選）。900円。

募：必要事項・生年月日・講習会名・開催日を、はがきで、5月28日（水）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。



くすの木体操講習会


　6月6日（金）午後1時30分～3時。八幡公民館（西八幡1-10-22）。飲み物・汗ふきタオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



歯の健康フェスタ


　歯と歯ぐきのチェックや歯みがき指導などをします。

　6月8日（日）午前11時～午後3時。OSC湘南シティ（代官町33-1）。

問：平塚歯科医師会　電話：0463-26-8255



認知症予防教室


　6月11日（水）午後1時30分～3時。南附属庁舎2階E会議室。市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方50人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-8778へ。



健康ウオーキング　河内のアジサイを楽しもう


　6月10日（火）午前9時15分～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は11日（水）に延期。11日も50パーセント以上の場合は中止。総合公園野外ステージ前集合・解散。約7.5キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111




お知らせ掲示板



風人（かざびと）展

　絵画・木彫・ちりめん細工・切り絵の4人の作家による展覧会です。

　5月10日（土）～19日（月）午前11時～午後5時（19日は午後4時まで）。14日（水）は休み。元麻布ギャラリー平塚（明石町1-1）。

問：風人の上原　電話：080-5426-1816




平塚ウインドオーケストラ定期演奏会

　「威風堂々」「音楽祭のプレリュード」などを演奏します。

　6月15日（日）午後1時開場。市民センター。当日券700円、前売り券500円、中学生以下無料。

問：平塚ウインドオーケストラの渡邉（わたなべ）　電話：080-3099-5929（午後7時～10時）。




平塚フィルハーモニー定期演奏会

　チャイコフスキーのバイオリン協奏曲やラフマニノフの交響曲第2番などを演奏します。

　6月22日（日）午後2時～4時。市民センター。1000円。

問：平塚フィルハーモニー管弦楽団　電話：080-3095-3763




講演会　乳がんの検診・診断・治療

　平塚共済病院の外科医師が講演します。

　6月18日（水）午後7時～8時。平塚ラスカ6階ラスカホール。

問：平塚共済病院健康講座係の井上　電話：0463-32-1950




YES，愛DO！ 音楽祭

　障がい者と健常者との触れ合いを目的とした音楽祭です。

　5月25日（日）午後0時40分～4時。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。

問：平塚なでしこライオンズクラブ　電話：0463-35-6234




6月のコンサート　バロックアンサンブルと共に

　ピアノやコーラスで「夏の思い出」などを演奏します。

　6月21日（土）午後2時～4時。美術館。

問：真澄会の芦川　電話：0463-24-7295




[image: まちの話題写真リポート]



サイクルポリス発足

　5月5日、総合公園で平塚警察署「湘南平塚サイクルポリス」の発足式が開かれました。

　県内初の取り組みで、白いスポーツタイプの自転車は10台。自転車に乗った目線で交通マナーの向上を図るとともに、法令違反者の指導・取り締まりを強化していきます。

[image: サイクルポリス発足]




金目の自然を満喫

　4月26日、金目親水公園で子ども自然観察クイズラリーがありました。植物や鳥についてのクイズが出され、子どもたちは園内を歩き回って、楽しみながら答えを探していました。

[image: 金目の自然を満喫]




心に響く石田徹也展

　「石田徹也展　ノート、夢のしるし」を美術館で、6月15日（日）まで開催しています。独特な視点で現代社会を鋭く風刺した石田徹也は、静岡県生まれの早世の画家です。同展では作品とそのアイデアを記したノートなどで、創作活動の裏側に迫ります。

　館内には来場者のメッセージを展示するコーナーがあり「心につきささる絵ばかり」「生きていく力をいただきました」などの感想が寄せられていました。

[image: 心に響く石田徹也展]




「みどりの波」を広げよう

　4月26日・27日に総合公園で緑化まつりが開かれました。晴天に恵まれ、5万1000人が来場しました。

　毎年好評の植木市・花市では、販売者から育て方を熱心に聞く人の姿がありました。子どもたちには松ぼっくりの的入れゲームやベジ太の塗り絵などが人気でした。

[image: 「みどりの波」を広げよう]




大空に舞う 鯉（こい）のぼり

　5月3日～5日に岡崎の鈴川で「鈴川鯉のぼりまつり」がありました。家庭で不要になった鯉のぼりを集め、平成19年に第1回を開催。100本程度だった鯉のぼりが、今では約300本になり、岡崎地区を代表するイベントになりました。晴れた日には湘南平や大山も見え、カメラを持った多くの人が訪れていました。

[image: 大空に舞う 鯉（こい）のぼり]






お得な朝市

　4月20日、総合公園南駐車場で湘南ひらつかふれあいマーケット朝市が開かれました。11店舗が出店した会場には、新鮮な野菜や魚などを求めて約600人が訪れました。

　朝市は原則毎月第3日曜日の午前7時から8時まで開かれています。次回は5月18日、小雨決行です。

[image: お得な朝市]



市長こらむ


朝どれ魚をおいしく提供


　目の前の海でとれる新鮮な魚を気軽に食べてもらおうと「平塚漁港の食堂」が4月30日にオープンしました。場所は国道134号側道の南側で、客席は75席。駐車場は20台分用意されています。

　事業主体は平塚市漁業協同組合（後藤勇組合長）です。

　運営主体となるロコロジの常盤嘉三郎代表取締役は「オリジナルの『地あじのひつまぶし膳』など、ランチは1000円ほど。地魚料理を数種類楽しめるコース仕立てのメニューも用意しています。子どもからお年寄りまで幅広く、まずは地元の市民に愛される店にしていきたい」と意気込んでいました。

　店では食事だけでなく総菜も販売。予約をすれば、釣った魚を持ち込んで調理してもらうこともできます。市内に本社がある守山乳業のソフトクリームも食べられます。

　開店前の試食会では、新鮮な地魚のおいしさに感激しました。同席した地元の方は「とれたてなんて、いつも食べているから『そうなの？』という感じ」と笑っていましたが、流通が変わり、地魚を食べる機会が減った現在、こうした店は貴重です。一度にとれ過ぎたり、加工に手間がかかったりする地魚の販路拡大にもつながります。

　実は、この店は国の「6次産業化事業」の認定を受けています。6次産業化とは、魚をとる1次産業、加工する2次産業、商品として売る3次産業を一括し